
％

％

％

人

人

％

％

％

％

人

人

％

・

・

・

・

・

・

・

78.8

達成率 146.9

92.4 73.3

162.7

参
考
指
標
③

総合運動公園・県備前テニスセンター
三石運動公園・伊部運動公園
日生運動公園・浜山運動公園
吉永B&G海洋センター・吉永テニスコート

参
考
指
標
②

スポーツ教室の参加者

この施策の
平成24年度の

施政方針

市民がそれぞれの体力や年齢、技術、趣味、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツ・レクレー
ション活動に参加でき、スポーツに親しめる環境づくりを行うため、各種研修会やスポーツ教室を開催いたします。
　また、市民の多様なスポーツニーズへの対応と健康増進を図るため、関係団体と連携を図りながら、体験型スポー
ツフェスティバルや市民総参加型チャレンジデーを開催し、特に平成24年度はチャレンジデーの参加率を50％以上に
目標設定しており、週１回15分以上スポーツを続ける市民の割合の増加につなげてまいります。

⑦ 目標達成に必要な新規事業（裏面 施策構成事務事業以外の事業）及び連携させる他部署の事業

92

100

この施策の
アピール
ポイント

成人の週１回以上のスポーツ実施率を５０％以上にすることを目標とし、スポーツ人口を増やすことで生涯スポーツ
社会の実現を目指す。スポーツへの関心や意欲を高めるため、市民に感動を与えるスポーツイベントの誘致や開催な
ど積極的な取組を行う。

参
考
指
標
①

学校体育施設開放利用者

52
成
果
指
標

4.0
実績スポーツを定期的（週１回以

上）にしている市民の割合
42.7 40.7 35.2

教育委員会スポーツ振興室長

H22
施策に対する成果指標名

単
位

⑥ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

このシート作成に要した時間

施　策　名
（小項目）

スポーツ・レクリエーション
コード 作

成
者03-02-06

氏名

H24

時間

過年度実績松山忠義 成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明

目標値

目標 50.0
成人市民が週１回15分以上スポーツを続
けている割合（市民意識調査）

H25

役職

電話 63-3813 H23

5050.050.0

評価年度

－

81.4 70.4 －

－

H28

実績 89,194 80,509 75,993

目標

達成率 －
ベンチマーク

131,000

85.4

H25131,000

－172.4

131,000131,000 地域スポーツの活動拠点として学校体育
施設を利用している人数（１年間の延べ
人数）

H28

－

－－

140,000

79 73

目標 100 100

ベンチマーク

達成率

実績

－－

スポーツ教室の募集定員に対する参加者
割合

H25 100

－

H28 100

ベンチマーク －

H25460,000 460,000

市内のスポーツ施設の利用者数

達成率 128.1 128.4 － －

実績 358,988 358,145 371,539

目標 460,000 460,000

123.8

H28 460,000

－ －ベンチマーク

実施主体 新規に必要な事業・連携が必要な事業 説明・期待される効果

項　　　目 評価
5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

3 施策の目的と成果が目標につながり、市民意識調査の結果にも表れてくるので、指標反映し妥
当である。

スポーツ指導者・スポーツボランティアの育成と確保

ニュースポーツ・海洋スポーツの普及と推進
2

スポーツ関係団体の育成と支援

＜事業構成の適当性＞
　手段は最適か？ 3

総合型地域スポーツクラブの支援

3
＜施策の有効性＞
　指標分析、評価年度･ 中長
期の達成見込みは？

4
週に1日以上運動している人割合が40％台前半で伸び悩んでいる。今後、早期に目標が達成で
きるよう市民ニーズに沿った住民総参加型のスポーツイベントの開催をはじめ各種スポーツ教
室や学校体育施設開放事業により、スポーツをはじめるきっかけづくりの場を提供するなどよ
り積極的に取組んでいく必要がある。

東備西播定住自立圏域連携によるスポーツ大会・研修会の開催

満足度（%） 11.5 8.3

3.8 3.3

12.4 2.5

進行年度(H25年度)の取組内容
（課 題 解 決 状 況）

今年度チャレンジデーの参加率は、4.3％減少した。今後,スポーツフェスティバルや各種スポーツ教
室等など開催することにより、成人が週１回15分以上スポーツを行う人の割合を目標値に近づけるよ
う努める必要がある。また、スポーツへの関心や意欲を高めるため、市民に感動を与えるようなス
ポーツイベントの誘致や開催など関係団体等と連携し積極的な取組を行う。

翌年度(H26年度)の取組目標
市民ニーズに沿ったスポーツ・レクリエーション大会や各種スポーツ教室を開催する。また、チャレ
ンジデーの参加率50％以上を達成できるよう取り組みを行うなどスポーツを始めるきっかけづくりと
なる機会を提供することにより、成人が週１回15分以上スポーツを行う人の割合を50％に近づける。

二次評価者コメント
指標数値であるスポーツ施設利用者以外の指標値はそれぞれ前年を下回ってい
る。今後、目標値を達成するため市民ニーズを的確に把握し、よりニーズに沿っ
たサービスを提供する必要がある。

基本施策への
貢献度

役職 教育次長

3 中立氏名 岩崎　透

調査結果に対するコメン
ト、市民の反応等 スポーツ・レクリエーションに対する重要度は前年と比較すると0.5％下がっている。満足度は2.5％となっ

ている。成果指標で定めている成人が週1回15分以上スポーツを定期的に行っている人の割合は、5.5％下
がっている。調査対象でない施策

は、市民の反応等

備　　前　　市 　施 　策 　評 　価 　シ 　ー 　ト

調査年度 H22 H23 H24 H25

重要度（%） 2.7

＜備前市総合計画の内容から記載する＞

① 政策の体系
基本目標（大項目） 地域文化とひとが輝くまちづくり

基本施策（中項目） 生きがいのあるまちづくり

3.4

⑤ 市民意識調査による施策の重要度・満足度

チャレンジデー実行委員会 備前市チャレンジデー

③ 現況と課題 ・市民が体力、年齢、技術、目的等に応じて、身近にスポーツに親しむことができるよう、スポーツ活動に参加
する機会の提供、地域スポーツクラブ及び地域におけるスポーツ活動を担う人材の育成を図る必要がある。
・市民のスポーツ活動の場の充実を図るため、市が設置する学校及びスポーツ施設の整備に努め、有効に活用で
きるよう努める必要がある。
・市民の心身の健康の保持増進のためのスポーツ活動を推進するため、スポーツ活動に関する情報の提供に努め
る必要がある。

（総合計画から現在
の問題点を抽出）

各種研修会・スポーツ・レクリエーション活動の推進 スポーツ人口を増やす取り組みとして、スポーツフェスティバルやチャレンジデー、トップア
スリートを活用したスポーツ教室などを開催し、スポーツを始めるきっかけづくりの場を提供
している。また、指導者育成の取り組みとして社会体育研修会やスポーツ少年団指導者講習会
などを開催して対応している。

⑧ 施策の評価

④ 施策展開

（総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出）

② 対象と目的 対象は、年齢・性別に関係なくスポーツをしたい市民。
目的は、市内のスポーツ施設、学校体育施設を機能的に活用し、市民一ひとりが豊かなスポーツライフの実現に向けて、いつ
でも、どこでも、誰もが参加できるスポーツ環境を整え、体を動かす機会や場所を提供することにより、スポーツの楽しさ、
技術の向上、体力の保持と増進及び仲間づくりをしながら、スポーツ振興を図る。

（誰のために、何の
ために）

1
＜成果指標の妥当性＞
　施策の目的・成果を表現し
ているか？

住民総参加型のスポーツイベントであり、市民が一つの目的に向かうことで地域や
職場など様々な場所で連帯感が生まれ、市の活性化につながる。また、その日を
きっかけに週１回15分以上運動・スポーツを行う習慣ができ、生涯スポーツの推進
となる。

H22

H23

H24
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重要度

H25

0

1

2

3

4

5

0.0 2.0 4.0

満
足
度

重要度

H22～H24 H25
横軸に重要度、縦軸に満足度をとり、それぞれの平均値を交点としてグラフ化しています。

※H25から数値の採取方法を変更したため、別グラフで表示しています。

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低



施策構成事務事業の評価

人工数

事　業　費　等　（単位：千円，人）

人工数 人工数

施策を構成する
事　務　事　業

細　　事　　業
直　接
事業費

人件費 人件費
直　接
事業費

人件費
直　接
事業費

施策への
貢献度

事業
分類

平成22年度 平成23年度 平成24年度

当初予算

平成25年度

576 0.06
115

☆☆☆521 0.06海洋スポーツ普及事業

☆☆☆☆☆
　　～　☆

☆☆
海洋スポーツ普及事業

0.05

0

471 0.05

510 0.06

154
0.00 412 0.04

122

1,7790.10714

スポーツ教室・研修会等開催事業 単市

単市

単市

0.05

420

内部管理社会体育団体支援事業

B&G海洋センター総務事業

☆☆☆☆☆0.20 3,031 0.34

0.42

0.07 ☆☆☆☆☆

0.31
5,374

1.20

☆☆☆☆☆2,903

☆☆

383

186

9,253

補助 0.06

スポーツ推進事業

356

単市スポーツ大会等開催事業 4,006 0.50

スポーツ拠点づくり推進事業

4,040

643

0.02

0.03

☆☆☆☆

1.00 5,393 0.56

306 0.03

保健体育総務事業 内部管理

☆☆☆523 0.060.13 693 0.0810,692 10,787

744 0.07 109,790

578 0.060.02222

0.17

10,749

1,62769,295

体育功労者・全国大会等出場選手激励金 単市

単市総合運動公園管理運営事業

858

11,934

各種委員会 内部管理保健体育総務管理運営事業

体育施設管理運営事業

393

日生運動公園管理運営事業

単市

単市

☆☆☆

1,000 58

☆☆☆☆

247

100伊部運動公園管理運営事業

三石運動公園管理運営事業

0.01 810 0.01

0.04 83,628

0.01 655

単市

13,828 256 0.03

2,574

☆

☆☆0.0003,194 94

93

0.01 2,57668 0.01

浜山運動公園管理運営事業 単市 11,804 256 0.01

☆☆☆☆9,212 390 0.04 12,477 0.04391

☆☆☆☆7,799 251 0.03 7,840 1000.03

日生武道場管理運営事業 単市 1 0 0.00

☆☆☆

神根農村広場等管理運営事業 単市

0.01 148

☆

79吉永B&G海洋センター・テニスコート管理運営事業 単市 14,825

1

0.0194

9 0.00 1 ☆

10,864

72

10,752

0

0.01 1,365

0.00

0.01

1000.03 236

ヘルスパ日生管理運営事業

17 265

1,176学校体育施設開放事業 単市 957学校体育施設開放事業 ☆☆☆☆0.02 1,154 399 0.040.03 1,400 174247

この施策に費やした資源（単位：千円，人）
平成22年度 平成23年度

17,056

平成25年度平成24年度

1.81 138,96419,694 2.12 162,887126,774 20,616 2.31 128,455

№１

694

6,259

11,226

119,609

0.01

1,046 1,022

単市


